
報酬改定の動向と新保険外サービス基準セミナーを 11/14（水）に開催しました 

11/14（水）の 13：30～16：30に全国的にも有名な「小濱道博」先生によるセミナーを開催させていただ

きました。３時間の長丁場にも関わらず、約 150名もの方々に参加いただく盛況となりました。 

多くの方々が関心を寄せる「介護保険制度の最新情報」を、セミナー前日に開催された厚労省の会議資料 

などを交えお話しいただき、また介護保険以外でも来年度より改正される「労働基準法」や「保険外サー

ビス」について、現場職員はもちろん経営や管理者の視点も踏まえて、かみ砕いて解説していただきまし

た。 

セミナーの中でひときわ大きなどよめきが数回あり、その１つは 

「介護職員に呈する新処遇改善」について、もう１つは労働面の 

「有給取得ができなかった場合の罰金」についての場面でした。 

参加者の皆さんの関心が特に高かった部分であり、不安も大きいところだと感じました。 

多くの方々が「この地域でこのような専門的な話が聞けてありがたかった」「こういった研修に継続して参

加したい」と言ってくださり、来年度もお呼びできるよう調整していければと思います。 

 

 

【祝】ぬまたとね医療・介護連携相談室 職員増員の決定 

「ぬまたとね医療・介護連携相談室」の活動が、平成 31年度より利根郡全域（沼田市・ 

みなかみ町・昭和村・川場村・片品村）に広がるため、10月より募集をさせていただいて 

おりました職員の増員が無事に決定いたしました。詳細は追って報告させていただきます。 
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相談室の活動に望むことアンケートへのご協力ありがとうございました 

11/14（水）のセミナー参加者にご協力いただき、医療・介護連携相談室の活動として望むことのご意

見をいただきました。ご意見として多かったもの上位半分を順に掲載します。 

「❶医療・介護の最新情報」「❷地域の情報」「❸専門分野の講義・講演」「❹地域課題の改善」「❺多職

種合同研修」「❻連携ルール」「❼ＭＳＷとケアマネの交流会」「❽困難事例への助言」「❾事例検討会」

「❿医療介護交流」となりました。 

これらの意見を参考にさせていただき、来年度の活動内容を検討していきたいと思います。 

多くの方々にご協力いただきありがとうございました。 



現在調整している企画の一部をご紹介します 

❶市民公開講座「わが家の災害対応から地域の災害対応を考える」 

 平成 31年 2月 17日（日）14：00～16：30ホテルベラヴィータにて開催。事前申し込み不要ですので

お気軽にご参加ください。参加者先着 300名には「ワークブック」をプレゼントします。 

❷ＡＩ（人口知能）を活用したケアプランや書類作成の体験会 

 全国各地で試験運用などを行っている「人工知能」によるケアプラン等の書類作成について、群馬県

でも初の体験会を沼田市にて開催します。業務に導入を考えている法人や体験してみたい介護・医療

関係者は、これから案内をお送りしますので相談室までお早めにお申し込みください。 

❸透析室見学＆交流ツアー 

 白根クリニックの透析室様のご協力にて、透析室の見学をさせていただきつつ情報交換などを行えれ

ばと思います。透析患者様に関する情報共有方法や自宅生活における不安点などを話し合える機会に

なるかと思います。複数時間帯で何度か開催する予定でおりますので、こちらもこれから案内をお送

りしますので相談室までお申し込み下さい。多くの方の参加をお待ちしております。 

❹ＭＳＷとケアマネの交流会 

 以前より希望の多かった職種交流会を調整中です。学習や研修ではなく交流をメインにＭＳＷの方々

と企画しておりますのでご期待ください。 

❺第 2回多職種事例検討会 

 昨年開催時には定員を超える申し込みをいただき、参加者から好評の声を多数いただきました「事例

検討会」を継続開催いたします。日程が決まり次第お知らせしますので、ぜひ、1度は足を運んでみ

ませんか？ 

 

★こんな相談をいただきました～これまでに対応した相談事例の一部を紹介します 

Ｑ：耳がほとんど聞こえない高齢者が単独で受診しており、会話も成立せずどこまで理解しているかわからない

ため、家族あてに手紙などを持たせるが進展がない。何か良い手はないだろうか？ 

Ａ：詳細確認させていただくとほぼ独居状態であったため、在宅介護支援センターや民生委員などにつなぐなど

の提案をさせていただき、個人情報や本人への説明方法などをお話しさせていただきました。 

 

Ｑ：自身が開業している医院周辺にて、すでに介護サービスも使用している高齢者がおり、色々と 

心配な状況があるため担当ケアマネや介護サービス事業所に連絡したいが担当も事業所もわからない。 

Ａ：担当ケアマネの確認方法などを複数お話しさせていただき、情報の共有やこれからの対応について 

いくつか提案をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅医療・介護に関して地域で共有すべき良い情報がありましたら、

ぜひ相談室までお知らせください。  📞：0278-25-3671 
 


